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　２月15日、西川区長は、令和５年度荒川区議会定例会・２　２月15日、西川区長は、令和５年度荒川区議会定例会・２
月会議で、今後の区政運営の方向性と令和６年度予算の編成方月会議で、今後の区政運営の方向性と令和６年度予算の編成方
針・重点施策を示しました。令和６年度の一般会計予算は、針・重点施策を示しました。令和６年度の一般会計予算は、
1219億円です。1219億円です。

２・３面で、令和６年度予算案を紹介します

区民に寄り添い、誰もが区民に寄り添い、誰もが安心して安心して
暮らせるまち暮らせるまちを実現するを実現する 予算予算

　はじめに、元日に発生した令和６年能登半島地震によりお亡く
なりになられた方々に衷心より哀悼の意を表するとともに、御遺
族の方々にお悔やみを申し上げます。また、被災された方々に心
からお見舞いを申し上げます。
　区では、一日も早い被災地の復旧・復興に向けてできる限りの
支援を行うとともに、この度の教訓を地域防災計画の見直しにも
生かし、災害対策に万全を期して参ります。
　コロナ禍からかつての日常が戻りつつある一方、未だに感染の
波が繰り返され、物価高騰も続く厳しい状況にある中で、区民の
皆様に安心して生活していただくためには、これまで以上に区政
の各分野における取り組みを前進させる必要があります。令和６
年度予算案は、このような思いで編成しました。
　主な施策として、安全安心に関する取り組みでは、災害対策の
ために、迅速な避難所開設に向けた支援ツールを導入して実効性
の高い訓練を実施するとともに、備蓄物資の質・量の充実や各消
防署とも連携した感震ブレーカーの設置等の屋内安全対策を推進
します。また、災害に強い街づくりの一環として、老朽木造建築
物の除却・建て替え等による不燃化の促進や、グレーゾーン住宅
と言われる一部の木造住宅の耐震化の推進を図るとともに、防災
拠点ともなる宮前公園の整備を着実に進めます。交通安全対策で
は、安全な自転車走行区間の整備を進めるとともに、荒川自然公
園交通園のリニューアルに着手します。
　健康に関する取り組みでは、総合的ながん対策の一環として、
男性向けＨＰＶワクチンや治療後のアピアランスケアへの費用助
成を開始します。また、若い世代からの生活習慣病対策やアプリ
を活用した健康づくりを推進するほか、地域医療の充実を図るた
め、令和あらかわクリニックの建て替え支援を行います。
　福祉に関する取り組みでは、高齢者の社会参加の促進のために
「ふろわり200」等の対象を拡大するとともに、個人賠償責任保
険への加入等の認知症対策の充実や、介護人材の確保等に向けた
事業者支援の充実を図ります。また、たんぽぽセンターにおける
障がい児の療育・相談機能を充実させるとともに、医療的ケア児
や難病の方に対する支援を拡充します。
　子育てに関する取り組みでは、学童クラブの定員拡大や小学校
の長期休業期間中の弁当の提供を実施するとともに、産後ケア事
業の拡充を図ります。

　教育に関する取り組みでは、不登校対策として、登校をサポー
トする支援員を各小・中学校に配置するほか、民間のフリースク
ール等に通う児童・生徒に対する授業料を補助します。また、都
の体験型英語学習施設の活用を通じて、小学校の英語教育の充実
を図ります。
　産業・観光振興に関する取り組みでは、空き家を活用する起業
家への賃料助成を開始するとともに、若年層向けのワークショッ
プ等を通じて未来の起業家を育成します。また、区・日暮里繊維
街・民間事業者の三者協働によるインバウンド誘致等、観光振興
施策のさらなる充実を図ります。
　環境に関する取り組みでは、区が率先して温室効果ガス排出量
を削減する取り組みを引き続き推進するとともに、食品ロス削減
の取り組みやスマートフォンを活用した参加型イベントの実施等
により、区民の環境意識の醸成を図ります。
　文化・スポーツに関する取り組みでは、俳句のまち宣言10周
年を記念した事業を実施します。また、「荒川区豊かな心を育む
読書のまちづくり条例」の趣旨を踏まえ、荒川ふるさと文化館・
南千住図書館のリニューアルや特色ある図書館づくりを進めるほ
か、時・場所を選ばず誰でも読書に親しめるよう、電子図書館を
導入します。また、より利用しやすいあらかわ遊園スポーツハウ
スを目指し、リニューアルを進めます。
　これらの施策の執行にあたりましては、適正に、より効果的に
実行できるよう万全のチェック体制のもとで臨んで参ります。よ
り一層のご支援とご協力を、心よりお願い申し上げます。 （要旨）

災害災害へのへの備え備えを確認しましょうを確認しましょう
　上記のとおり、区では、令和６年能登半島地震による教訓を災害対策に生かすとともに、
職員の派遣や義援金の受け付け等、復旧・復興に向けた支援を継続して行います。
　各家庭においても、災害への備え（右記）ができているか、この機会に確認しましょう。

▶日常備蓄の実施　▶感震ブレーカーの設置
▶家具等の転倒・落下・移動の防止
▶避難場所や避難経路の確認
▶荒川区防災アプリのダウンロード　等

問合せ 防災課防災事業係　☎内線４１８

荒 川 区 ☎（3802）3111 https://www.city.arakawa.tokyo.jp/ https://www.city.arakawa.tokyo.jp/keitai/FAX（3802）6262
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